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概要 

本学メディアデザイン学科の 1 年生前期の開講科目である「コンピュータ・グラフィックス入門」の内容，

方法，そして実践について報告する．この授業では，グラフィックデザインの基本的知識を学びながら，学

生自身のノート PC でドロー系のグラフィックソフトを操作して演習し，例題作成と学生のオリジナルな作

品を作りながら技術とノウハウを修得する．これらは，様々なジャンルのディジタルコンテンツの制作に役

立ち，それらの作品のクオリティ向上にも効果がある．Macintosh を導入したマルチメディア・ラボ（E302

教室）で 1 年後期から開講されるグラフィックデザイン系を始めとするコンテンツ制作科目履修に先立って，

デザインの重要な基礎を修得させる．優れた課題作品を提出した学生には，学外への作品提供もさせている． 

 

1. はじめに 

本学未来デザイン学部メディアデザイン学科(1)

では，専門教育科目系列のデザイン系の選択科目と

して 1年次前期に「コンピュータ・グラフィックス

入門」を半期 15 回で開講している． 

この科目においては，オブジェクト同士の関係性

を結び合うことによって生まれるデザインの中で

の必然性とデザインの法則性，及び個人の嗜好とし

ての美しさではない客観性のある美しさを得るた

めの「視覚的な表現としての論理」を学ぶ．また同

時に，実際に演習課題を制作することにより，グラ

フィックデザインのための基本的技術や知識を身

につけ，グラフィックデザイン作品の制作に必要な

スキルを養うことを目的とする． 

また，この科目の達成目標は，学科のディプロマ

ポリシーの(A)メディアの社会的機能を理解すると

ともに，コンテンツを制作するのに必要なデザイン，

コミュニケーション，ソフトウェアに関する知識を

獲得し，それらを関連付けて体系的に理解ができる，

(E)課題を探求・発見する能力と，情報やマルチメデ

ィア・コンテンツに関する知識・技能を活かして課

題を解決する能力，に対応している． 

具体的には，① 手を動かして自分でデザインで

きるようになる，②デザインを構成する力とセンス

を養い実践できる，③文字の扱いや配色などグラフ

ィックデザインに必要な問題を解決できる知識を

説明できる，④視覚的な表現としての論理を組み立

てられる，⑤個人の嗜好としての美しさではなくバ

ランスよくある程度の客観性のある美しさを表現

できるようなスキルを身につけ実践できる，という

ことである． 

2. 教育内容と方法 

授業は，講義棟 G棟の一般教室で講義と演習主体

で実施される．演習は学生自身のノート PC でフリ

ーのドロー系ソフトウェア Inkscape(2)で行う．本学

科で多数開講されているグラフィックデザイン系

の科目の演習授業は，1 年次後期からマルチメディ

ア・ラボ（E302 教室）の Apple 社製 Macintosh(iMac)

において，クリエイティブ業界で標準的に使用され

ているソフトウェアで実施されるが，それに先立っ

てこの授業で基礎的なグラフィックデザインの知

識と技術を修得することになる．Inkscape は海外製

のソフトウェアであり日本語処理にやや不具合が

あることやインタフェースの扱いにくさがあるも

のの，業界標準の ドロー系ソフトウェア Adobe 

Illustrator とほぼ同等の機能を装備しているの

で，学生自身の PC でのグラフィックデザインの演

習には，現時点では最適と考えられる． 

全 15 回の授業の前半では，白黒のグレースケー
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ル，すなわち着色しないレイアウトのデザインを中

心に演習させ．後半では色彩設計を行った上で着色

するスタイルのデザインを教科書(3)に従って演習

させる．各週のテーマと概要は以下の通りである． 

第 1週は「ガイダンスとソフトのインストールと

動作確認」を行い，第 2週は「グラフィックデザイ

ンのためのドローソフトの基本的操作」として，

Inkscape の基本機能である図形描画，文字入力，補

助線設定，着色などを簡単なデザイン例題を作成し

ながら演習する．第 3週は「線を使ったデザインと

面を使ったデザイン」，第 4 週は「円を使ったデザ

イン，斜めの配置を使ったデザイン」，第 5週は「サ

ンセリフの書体を活かしたデザイン」，第 6 週では

「セリフ体を活かしたデザイン」，第 7 週では「白・

黒・赤によるデザイン，白・黒＋１色によるデザイ

ン」，第 8 週では前半のまとめとして「中間課題制

作演習」を行う．第 9 週では「色の選択と白/黒＋

２色によるデザイン」，第 10 週では「色彩計画・カ

ラーパレットの作成」，第 11 週では「カラフル/動

きやリズムを感じさせる/余白を活かしたデザイ

ン」，第 12 週では「文字組みと見出し，及び写真を

活かしたページレイアウト」，第 13 週では「複数の

写真を配置するページレイアウト」，第 14 週と第 15

週は，「最終課題の作品制作」である． 

3. 課題と評価について 

この科目の成績は，中間課題提出（50％）と最終

課題提出（50％）によって評価する．中間課題は，

グレースケールのみとした作品制作であり，最終課

題は色彩設計を含めた色付きの作品制作であり，そ

れぞれ複数個の課題を提出させる．中間課題の提出

例を図 1に示す．これは例題を流用しオリジナル作

品を制作させたものである． 

  

図 1 中間課題の提出作品例 

次に，最終課題の提出例を図 2に示す．文字デー

タのみを提供し CD ジャケットやカフェのプレート

などを白黒かグレースケールで自由にデザインさ

せ，色彩設計させて着色する形式で制作させる．優

秀な作品は，学内だけという条件で公開することに

している．オープンキャンパスで高校生向けに公開

したり，図書館での学科紹介展示(4)などにも多数の

学生作品を提供したりしている． 

 

  

図 2 最終課題の学生提出作品例 

これらの課題は，評価の対象となる３つの能力，

知識力，応用力，展開力のそれぞれについて評価さ

れる(1)． 

4. 実践としての学内への作品提供 

学内での作品公募などに積極的に応募したり作

品提供したりすることを，授業を通じて学生に奨励

している．以下に事例を紹介する． 

まず，本学図書館しおり公募への作品応募を授業

で呼びかけ，応募のためのデータ提供も行っている．

公募で提出するのは，しおりの背景画像だけだが，

完成形に盛り込まれるカレンダー部分やキャプシ

ョン部分をレイヤー分けした「しおりのテンプレー

ト」を教員が作成し，Moodle システムを使ってダウ

ンロードし利用できるようにして，多くの学生が応

募した．応募データは背景画像のみでなく，カレン

ダー部分のレイヤーを重ねた完成形イメージの画

像を一緒にして提出させた．平成 29 年度の入選作

品のうち 3作品は，メディアデザイン学科生の応募

作品であり，そのうちの 2作品は本科目の今年度の

履修学生（1年生）の作品であった(5)． 

次に，毎年夏と冬に学内で公募されているエコ推
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進ポスター (6) への作品応募も奨励している．授業

で優秀な作品課題を提出した学生には，特に個別に

応募を勧めている．その結果，毎回多数メディアデ

ザイン学科生の作品が入選している． 

最後の事例として，学生支援センターが毎年学生

に制作ボランティアを呼び掛けているポスター制

作にも，メディアデザイン学科生が多数作品を提供

していることが挙げられる．毎年 100 円朝食キャン

ペーンポスター，セーフティラリー参加の呼びかけ

ポスターを制作し提供し，学内に多数掲示されてい

る．その他にも，学内セミナー告知ポスター

（VOCALOID 曲作りセミナー）やサークル部員募集の

ポスター制作にも，本科目で習得した知識と技術は

活用されている． 

5. 実践としての学外への作品提供 

本科目で優れた課題作品を提出した学生には，授

業とは別に実践機会を提供するという意味で，個別

に学外から依頼のある作品制作を担当してもらい，

作品提供を多数行っている．制作のガイドラインや

テンプレート，授業で修得した知識と技術を使うこ

とを条件としている．担当する学生は，外部の担当

者の方と直接打ち合わせで話したり連絡をしたり

することから，コミュニケーション能力を兼ね備え

た学生を選んでいる．著者は 1年次の必修科目「コ

ミュニケーション演習」も担当していることから，

この点について学生を熟知しているので学生に選

ぶ際に役立っている．具体的な事例について，以下

に紹介する． 

まず，平成 20 年に札幌市手稲区(7)と本学は，「地

域連携協定」を結んでおり，メディアデザイン学科

として協力できるコンテンツ制作と提供を継続し

て行っている．例えば，手稲区で毎年 9月に開催さ

れるスポーツ・リクレーション大会（通称スポ・レ

ク）の告知ポスター(8)(9)は，平成 20 年度より毎年，

ポスター制作が得意なメディアデザイン学科生が

制作提供し今年度で 10 年目を迎えた（図 3）．また

手稲区成人式の新成人による総合司会者とパフォ

ーマンスの募集ポスター(10)(11)(12)のデザインと制作

（図 4），手稲区内への新成人へ送付される成人式の

招待状の表紙と成人式当日に配布される式次第の

しおりの表紙のデザイン（図 5）も，同じく毎年 10

年間継続して依頼を受け制作し提供している．学生

には，イラスト制作とグラフィックデザインの両方

を担当してもらっているが，スケジューリングを始

めとしてラフ制作から仕上げまで，教員の指導やア

ドバイスを受けながら完成まで 3～4 回の手直しを

経て納品している．  

   

図 3 作品例：手稲区スポ・レクのポスター 

   

図 4 作品例：手稲区成人式のポスター 

   

図 5 作品例：手稲区成人式の招待状としおり 

その他にも，手稲区 DV 防止セミナーの告知ポス

ターや，毎年開催される西区マラソン大会のスター

ト兼ゴールの新横断幕のデザイン制作(13)でも作品

を提供してきた．また，学会告知ポスターも多数提

供している．コンピュータ利用教育学会(14)の研究発

表全国大会 PC カンファレンス，及び PC カンファレ

ンス北海道（通称 PCCH）(15)などである（図 6）．前

者は，2014 年度に作品を制作提供し，後者は 2013
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年度から毎年提供しており 2017 年度で 5 回目にな

る． 

本報告で紹介した作品（エコポスター入選作品，

学内セミナー告知ポスター，手稲区スポ・レクポス

ターと成人式関連ポスターとしおりなど，学会ポス

ターなど）を含めて，これまで学内外に提供した多

くの学生作品を本学8号館フリースペースに展示し

ている（図 7）． 

   

図 6 作品例：コンピュータ利用教育学会ポスター 

 
図 7 作品展示：本学 8号館フリースペース 

6. まとめ 

本報告では，メディアデザイン学科における「コ

ンピュータ・グラフィックス入門」の教育内容及び

方法と実践について報告した．インタフェースや操

作性にやや不十分な点の多いドロー系フリーソフ

トでの演習であるが，グラフィックデザインの重要

な基礎を入念に演習することで学生自身のデザイ

ン力も高まっているという履修後の感想も多い．１

年生後期から３年後期まで開講されるマルチメデ

ィア・ラボ（E302 教室）での業界標準のソフトでの

グラフィックデザイン系授業のクイックスタート

的な役割を十分に果たしていると考えられる．また

学内外への様々なコンテンツ制作提供により，メデ

ィアデザイン学科としての特徴的な貢献のために

効果を与えていると言える． 
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